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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コアと、境界層と、熱可塑性ポリウレタン材料を含むカバーを有するゴルフボール前駆
体製品を、溶液の重量の0.1%から25%の量の溶解したPTMEGベース（ポリテトラメチレンエ
ーテルグリコール）のポリオールと溶媒を含む溶液中に置き、溶液被覆ゴルフボール先駆
体製品を形成する段階と；
　前記溶液被覆されたゴルフボール前駆体製品を前記溶液から取出す段階と；
　前記溶液被覆ゴルフボール前駆体製品を加熱して溶媒を除去し、予備処理済み溶液被覆
ゴルフボール前駆体製品を形成する段階であって、前記溶液で被覆されたゴルフボール前
駆体製品の加熱は１２５°Ｆから２５０°Ｆの範囲で２から４時間加熱される、予備処理
済み溶液被覆ゴルフボール前駆体製品を形成する段階と；
　前記予備処理済み溶液被覆ゴルフボール前駆体製品をアセトンとMDIを含むイソシアネ
ート溶液内に置き、イソシアネート溶液被覆ゴルフボール前駆体製品を形成する段階と；
　前記イソシアネート溶液被覆ゴルフボール前駆体製品を１２５°Ｆから２５０°Ｆの範
囲で２から４時間加熱して最終ゴルフボール前駆体製品を形成する段階を、
有するゴルフボールを形成する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はゴルフボールに関する。本発明は、特に、熱可塑性ポリウレタンゴルフボール
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カバーを処理する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　伝統的なゴルフボールカバーは弾性材料又は可塑材料を有するバラタ又はバラタブレン
ドを含むものであった。この伝統的なカバーは比較的柔らかく、またフレキシブルである
。インパクトのときに、この柔らかいバラタはクラブ表面に対して押しつけ高いスピンを
生じる。この結果、柔らかくフレキシブルなバラタカバーは、経験あるゴルファーに対し
ては、飛ぶボールのドローやフェード、或いはグリーン上に接触したときに急激にバイト
或いは停止するようにスピンをかけてボールをコントロールする能力を与える。さらに、
柔らかいバラタカバーはハンディキャップの低いプレーヤーに対してソフトな感触を与え
る。このようなプレー性特性（操作性、感触等）は低いスイングスピードのショートアイ
アンでプレーするときに重要であり、また、比較的上級のプレーヤーにとっては価値のあ
るものである。
【０００３】
　このバラタの全ての利益にもかかわらず、バラタカバーゴルフボールはミスショットの
とき傷がつく、及び/或いは損傷を受けたりする。バラタ又はバラタを含むカバー組成に
より造られたゴルフボールは、したがって、比較的短い寿命となる。
【０００４】
　このマイナスの特性のため、バラタ及びこの人工代替物であるトランスブタジエン及び
トランスポリイソプレンは、アイオノマー樹脂やポリウレタンのような他のカバー材料に
よるカバー材料の選択枝として必然的に置き替わってきた。
【０００５】
　アイオノマー樹脂は相互連鎖イオン結合を含むポリマーである。その強靱さ、耐久性及
び飛び特性の結果、商標Surlyn（登録商標）の名でE.I.DuPont　de　Nemouurs　&　Compa
ny　から、また、商標Escor　(登録商標)の名でExxon　Corporation　から販売されてい
る（特許文献１：米国特許第4,911,451号参照）、種々のアイオノマー樹脂が伝統的なバ
ラタ（トランスイソプレン、天然又は人工の）ゴムに替わって広く使用されるようになっ
てきた。上述のように、柔らかいバラタカバーは、優れたプレー特性を有するものである
が、繰り返し使用のために必要とされる耐久性（切り傷、摩耗、疲労に対する耐久性）に
欠けている。
【０００６】
　アイオノマー樹脂は、一般に、エチレンのようなオレフィンと、アクリル酸、メタクリ
ル酸、又はマレイ酸のような不飽和カルボン酸の金属塩とのイオン性共重合体である。ナ
トリウム又は亜鉛のような金属イオンが共重合体の酸基の一部を中和するために使用され
、結果として、バラタを超えるゴルフボールカバー製造のために耐久性のような優れた特
性を呈する熱可塑性のエラストマーを生じる。しかしながら、耐久性が増加するという利
点は、ある程度、プレー特性において減少することとなる。これは、アイオノマー樹脂が
非常に耐久性があることにより、ゴルフボールカバーを造ると硬くなる傾向があり、した
がって、飛ぶボールのコントロールのために必要なスピンを与えるのに必要なソフトさの
程度を欠くためである。アイオノマー樹脂がバラタより硬いため、アイオノマー樹脂カバ
ーはインパクト時にクラブのフェースにそれほど押しつけられず、これによって、スピン
が生じにくくなる。さらに、より硬く、より耐久性のあるアイオノマー樹脂は、柔らかい
バラタカバーに関連する“感触”を欠いている。
【０００７】
　その結果、DuPont　及びExxonから入手できる種々のグレードのアイオノマー樹脂が、
金属カチオン、分子量、基体樹脂の組成（例えば、エチレン及びメタクリル及び/又はア
クリル酸基の相対的含量）及び強化剤のような添加剤成分などの種類によって変わる多く
の特性範囲を伴って存在する一方で、硬いアイオノマー樹脂によって得られる改良された
インパクト抵抗と飛距離特性を示すだけでなく、今でも上級のゴルファーによって要望さ
れている“ソフトバラタ”に通ずるようなプレー特性（例えば、“スピン”、“感触”）
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を示すゴルフボールのカバーの開発するための多くの研究が続けられている。
【０００８】
　さらに、ワンピース、ツーピース（成形コアを持つ液体又はソリッドセンター即ちコア
）、スリーピース（液体又はソリッドセンター、センターの周りの弾性巻体、及び成形コ
ア）、及びマルチピースゴルフボールのような多くの種類のゴルフボールが開発され、プ
レー特性と耐久性を持つゴルフボールが製造されてきた。これらのボールのコア、マント
ル、巻体、カバー等を形成するのに使用される種々の多くの材料がボールの特性を劇的に
変えてきた。それに加え、一又は複数のアイオノマー樹脂又は他の材料を含む多層カバー
が、所望の飛距離、プレー特性、耐久性を持つゴルフボールを製造するために試において
形成されえてきた。
【０００９】
　例えば、耐久性と高いスピンを持つゴルフボールを製造する試みにおいて、ゴルフ産業
は多くの柔らかいアイオノマー樹脂に硬いアイオノマー樹脂をブレンドし、これらのブレ
ンドをツーピース及びスリーピースゴルフボールに適用してきた。米国特許第4,884,814
号（特許文献２）及び米国特許第5,120,791号（特許文献３）は硬いアイオノマー樹脂と
柔らかいアイオノマー樹脂のブレンドを含むカバー組成に向けられている。しかしながら
、ハード－ソフトアイオノマーブレンドで形成されるゴルフボールカバーは硬いアイオノ
マーだけで造られたカバーよりより傷つき易いという傾向となることがわかってきた。し
たがって、ハード－ソフトアイオノマーブレンドで造られたゴルフボールカバーの柔らか
さ－耐久性の組合せより優れた柔らかさと耐久性の組合せを持つゴルフボールを開発する
ことは有用なことである。
【００１０】
　さらに、近時、熱硬化性及び熱可塑性ポリウレタンがゴルフボールカバーの製造のため
に選択されることが多くなってきた。しかしながら、これらのポリウレタンは製造するの
に難しく、また時間を費やす。更に、比較的薄壁のカバー層、即ち、断面厚さで0.075イ
ンチ以下のカバー層を成形することは困難である。このことは薄いカバー壁の形成によっ
て達成される、例えば飛距離の改善のような所望の性能に制限を加えることとなる。さら
に、これらの材料を使用して製造されるゴルフボールは柔らかく、傷付き易い。
【００１１】
　この結果、優れた耐久性、即ち改善された耐切り傷と耐割れ（溝裂け）を示し、一方に
おいて、プレー特性と飛距離のような特性を維持又は改善した薄いカバー壁を持つ熱可塑
性ポリウレタンカバーのゴルフボールを製造することが更に望まれている。
 
【特許文献１】米国特許第4,911,451号
【特許文献２】米国特許第4,884,814号
【特許文献３】米国特許第　5,120,791号
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　発明の概要
　本発明は、熱可塑性カバーを持つゴルフボールの耐久性、即ち耐切り傷性を改善する方
法を提供するものである。本発明は、熱可塑性ポリウレタンカバーを持つゴルフボールの
耐久性を、イソシアネート基により処理に先立ち反応性成分を添加することにより増加す
ることを可能とする。
【００１３】
　本発明の一つの態様は、熱可塑性ポリウレタンカバーを持つゴルフボールを形成する方
法である。この方法は、ゴルフボール前駆体製品を溶液内に置き、溶液で覆われたゴルフ
ボール前駆体を形成することを含む。この溶液はイソシアネート官能基と反応することが
できる成分を含む。次にこの溶液で覆われたゴルフボール前駆体は加熱されて溶媒を除去
して加熱溶液被覆ゴルフボール前駆体製品を造る。次に、この加熱溶液被覆ゴルフボール
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前駆体製品はイソシアネート溶液内に置かれ、イソシアネート溶液被覆ゴルフボール前駆
体製品を造る。次に、このイソシアネート溶液被覆ゴルフボール前駆体製品を加熱して最
終的ゴルフボール前駆体製品を造る。
【００１４】
　本発明の他の態様はゴルフボールを形成する方法である。この方法は、ゴルフボール前
駆体製品を溶液内に置き溶液被覆ゴルフボール前駆体製品を形成することから始まる。こ
のゴルフボール前駆体製品は、コア、境界層及び熱可塑性ポリウレタン材料を含むカバー
を含む。この溶液は、溶液の重量の0.1%から25%の量の溶解したPTMEG（ポリテトラメチレ
ンエーテルグリコール）ベースのポリオールと溶媒を含む。次に、この溶液被覆ゴルフボ
ール前駆体は溶液から取り出される。次に、この溶液被覆ゴルフボール前駆体は溶媒を除
去するために加熱され、加熱溶液被覆ゴルフボール前駆体製品とされ、ここでは、溶液被
覆ゴルフボール前駆体製品は２～４時間、１２５°Ｆから２５０°Ｆの範囲の温度で加熱
される。次いで、この加熱溶液被覆ゴルフボール前駆体はイソシアネート溶液内に置かれ
、イソシアネート溶液被覆ゴルフボール前駆体製品とされる。このイソシアネート溶液は
アセトンとMDIを含む。次に、イソシアネート溶液被覆ゴルフボール前駆体は加熱されて
最終ゴルフボール前駆体製品とされ、ここではイソシアネート溶液被ゴルフボール前駆体
製品は約２～4時間１２５°Ｆから２５０°Ｆの範囲の温度で加熱される。
【００１５】
　本発明の他の態様は、成形前にイソシアネート機能性と反応することのできる成分を含
む添加剤をカバーに含ませることを含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１に示されるように、本発明の方法は全体として２００で示される。ブロック２０２
において、熱可塑性ポリウレタン材料を含むカバーを持つゴルフボール前駆体製品が形成
される。このカバーは好ましくは熱可塑性ポリウレタン材料のみから造られる。これに代
えて、カバーは熱可塑性ポリウレタン材料とポリウレア、アイオノマー又は非アイオノマ
ー材料のブレンドから造られる。好ましい実施例においては、ゴルフボール前駆体製品は
スリーピースソリッドゴルフボールである。これに代えて、ゴルフボール前駆体製品は熱
可塑性ポリウレタンカバーを持ツーピースゴルフボールとすることもできる。当業者であ
れば、熱可塑性ポリウレタン材料のカバーを持つゴルフボールの構造であってもよいこと
は理解するであろう。
【００１７】
　ブロック２０４において、ゴルフボール前駆体製品は一つの溶液内に置かれる。この溶
液はイソシアネート官能基と反応することのできる成分を含む。このような材料には、ポ
リエーテル基材のポリオール、ポリエステル基材のポリオール、ジアミン、ポリアミン、
二価酸、多価酸、イソシアネート、及びそれらの混合物が含まれる。好ましい材料はPTME
Gベースのポリオールである。この溶液は好ましくは溶媒を含む。好ましい溶媒はアセト
ンである。他の溶媒には、メチルエチルケトン及びトルエンが含まれる。このゴルフボー
ル前駆体製品は、好ましくは、この溶液内に約１～２分間置かれる。
 
【００１８】
　ブロック２０６において、溶液被覆ゴルフボール前駆体製品はその溶液から取り出され
る。ブロック２０８において、この溶液被覆ゴルフボール前駆体製品は溶媒を除去するた
めに加熱される。好ましくは、溶液被覆ゴルフボール前駆体製品は約２～４時間、１２５
°Ｆから２５０°Ｆの範囲の温度で加熱される。これとは別に、この溶液被覆ゴルフボー
ル前駆体製品は室温（約７２°Ｆ）で２～6時間、空気乾燥することができる。
【００１９】
　ブロック２１０において、加熱された溶液被覆ゴルフボール前駆体製品はイソシアネー
ト溶液に約１～２分間置かれる。このイソシアネート溶液は、周知の脂肪族又は芳香族イ
ソシアネート又はジイソシアネート、又はそれらのブレンドとすることができる。使用さ
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れるイソシアネート又はジイソシアネートは、好ましくは、イソシアネート溶液の約１か
ら約１００重量％、より好ましくは約５から５０重量％、最も好ましくは１０から３０重
量％の固体含有量を持つ。固体含量を調整することが必要であれば、イソシアネートがポ
リウレタン、ポリウレア、又はポリウレタン/ポリウレアのカバー材料に歪みを起こさな
い程度で浸透することを可能とする他の適当な溶媒を使用することができる。好適な溶媒
の例には、ケトンとアセテートが含まれる。好ましくは、使用されるイソシアネートはMD
Iタイプのものでケトン（Bayer　Corporation　から入手できるMondurML(商標)に２から
３分間浸して固体を１５から３０％に減少させたものである。最も好ましくは、この固体
レベルは約１６から２４％（２０±４）である。MDIは室温で液体状態を維持することが
有利である。しかしながら、この方法は、使用されるポリウレタン、ポリウレア、又はポ
リウレタン/ポリウレア材料、イソシアネートの種類、イソシアネート溶液の濃度、使用
される溶媒、浸せき時間、又は上述の適用方法に限定されるものではない。
【００２０】
　ブロック２１２において、イソシアネート溶液被覆ゴルフボール前駆体製品は溶液から
取り出される。ブロック２１４において、イソシアネート溶液被覆ゴルフボール前駆体製
品は溶媒を除去するために加熱される。好ましくは、イソシアネート溶液被覆ゴルフボー
ル前駆体製品は１２５°Ｆから２５０°Ｆの範囲で約２から４時間、加熱される。これと
は別に、イソシアネート溶液被覆ゴルフボール前駆体製品は室温（約７２°Ｆ）で２から
６時間、空気乾燥される。ブロック２１６において、少なくとも１層のコーティングと表
示を付して最終ゴルフボール前駆体製品が出来上がる。
【００２１】
　好ましい実施例においては、カバーは内側カバー層又はコア上に形成された層を有する
多層カバーである。好ましくは、内側カバー層は外側カバー層より硬く、内側カバー層は
表面で測定したとき、少なくとも６０のショアＤ硬度（又は少なくとも約８０ショアＣ）
を持ち、柔らかい外側カバーは内側カバー層上に形成される熱可塑性ポリウレタン、ポリ
ウレア、ポリウレタン/ポリウレアからなり、外側カバー層は、表面で測定したとき、シ
ョアＣ硬度で９８未満、好ましくは９５以下、より好ましくは９０以下であり、このゴル
フボールカバーは耐切り傷性が改良されている。
【００２２】
　他の態様において、本発明はコア、コア上に形成される硬い内側カバー、及び内側カバ
ー層上に形成される外側カバー層を有するゴルフボールを提供するものである。内側カバ
ー層は表面で測定したとき、少なくとも６０のショアＤ硬度（少なくとも８０ショアＣ）
を持ち、アイオノマー（中和度１０－１００％）、ポリアミド、ポリウレタン、ポリウレ
ア、ポリエステルエラストマー、ポリエステルアミド、メタロセン触媒ポリオレフィン、
これらのブレンドの群から選択される少なくとも一の材料を含む。外側カバー層は、表面
で測定して、ショアＣ硬度で９８未満、好ましくは９５以下、より好ましくは９０以下の
硬度を持つ。それは、少なくとも熱可塑性ポリウレタン、ポリウレア、又はポリウレタン
/ポリウレア材料を含む組成物から造られる。
【００２３】
　本発明で使用されるゴルフボール前駆体製品は標準又は大きいものとすることができる
。コアは球形のセンター、即ち内側コアと、内側コアを取り巻くコア層を有する二重コア
のような多層を持つものとすることができる。さらなるコア層を設けることができる。カ
バー層は好ましくは、少なくとも内側カバー層と外側カバー層を持つ多層カバー層である
が、２、３，４，５層あるいはそれ以上の層のカバーも可能である。
【００２４】
　ゴルフボール前駆体製品のコア又は二重コアは、ソリッド、液体、又は所望のＣＯＲ，
コンプレッション及び硬度を持つ、内側ボール（コア及び内側カバー層）となる他のいか
なる材料により形成することができる。多層カバーは、好ましくは、２層、第１又は内側
層と第２又は外側層を備える。内側層はアイオノマー、アイオノマーブレンド、非アイオ
ノマー、非アイオノマーブレンド、又はアイオノマーと非アイオノマーのブレンドとする
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ことができる。外側層は、好ましくは、内側層より柔らかく、熱可塑性ポリウレタン、ポ
リウレア、ポリウレタン/ポリウレアブレンド、又はポリウレタン/ポリウレアとアイオノ
マー又は非アイオノマーのブレンドとすることができる。
【００２５】
　さらなる実施例において、内側層は硬く、高酸（即ち、１６重量％以上の酸）アイオノ
マー樹脂又は高酸アイオノマーブレンドを含む。好ましくは、内側層は、異なる金属カチ
オンにより種々の範囲で中和された２又はそれ以上の高酸（少なくとも１６重量％酸）ア
イオノマー樹脂である。この内側層は金属ステアリン酸塩（例えば、テアリン酸亜鉛）又
は他の脂肪酸金属塩を含んでもよく、また含まなくてもよい。ステアリン酸金属又は他の
脂肪酸金属塩の目的は最終ゴルフボールの全体の性能に影響を与えることなく、生産コス
トを低くすることである。更なる実施例においては、内側カバー層は硬く、低酸（即ち、
１６重量％以下）アイオノマーブレンドを含む。好ましくは、内側層は、異なる金属カチ
オンで種々の範囲に中和された２又はそれ以上の低酸（即ち、１６重量％以下）アイオノ
マー樹脂のブレンドを含む。内側カバー層は、ステアリン酸金属塩（例えば、ステアリン
酸亜鉛）又は他の脂肪酸金属塩を含むこともでき、含まなくてもよい。
【００２６】
　硬い内側層は既知の多層カバーゴルフボールを上回る弾性の実質的な増加（即ち、優れ
た飛距離）を与える。より柔らかい外側層は、十分な弾性を保持しつつ、所望の“感触”
と高いスピンレートを与える。この柔らかい外側層はインパクト時により大きな変形を与
え、クラブヘッドとカバーとの間で接触面積を増加させ、これにより、ボールにより多く
のスピンを与える。この結果、柔らかいカバーは、距離と耐久性が改善され、バラタの様
な感触とプレー特性を与える。したがって、内側カバー層と外側カバー層の組合せ全体は
、ボールのプレー特性を維持し、多くの場合に改善しつつ、優れた弾性（改善された飛距
離）と耐久性（即ち、耐切り傷性等）特性を持つゴルフボールを生み出す。
【００２７】
　硬い内側カバー層と、柔らかく、比較的低い弾性の熱可塑性ポリウレタン、ポリウレア
又はポリウレタン/ポリウレアの外側カバー層との組合せは、内側カバー層によって得ら
れる改善された弾性によって、全体として優れた反発係数（例えば、優れた弾性）を与え
る。
ある程度の弾性の改善が、また、外側カバー層で得られる一方、外側カバー層は、通常は
、特に、ハーフウェッジショットのような高いロフトのクラブの低いスイングスピードに
おいてはより望ましい感触と高いスピンを与える。
【００２８】
　好ましくは、内側カバー層は外側カバー層より硬く、1.68インチのボールに対して、通
常は、0.010~0.159インチの範囲、より好ましくは、0.010~0.100インチの範囲、より好ま
しくは、0.020~0,060インチ、1.72インチ（又はそれ以上）のボールに対しては0.030~0.1
00インチの範囲の厚さを持つ。コアと内側カバー層とで、毎秒１２５フィートにおける反
発係数が0.750以上、より好ましくは0.790以上であり、直径が、1.68インチのボールに対
して1.48~1.67インチ、1.72インチ（又はそれ以上）のボールに対しては1.50~1.71インチ
である。内側カバー層はショアＤ硬度が６０以上（又は８０以上のショアＣ）である。本
発明のゴルフボールが６５以上のショアＤ硬度（又は１００以上のショアＣ）を持つ内側
カバー層を持つと特に有利である。もし、内側カバー層が薄過ぎると、その層が破壊され
る可能性があり、その層のショアＤ、時にはショアＣを正確に測定することが困難である
。更に、もしコアがより硬いと、時には測定の読みに影響を与える。もし、ショアＤ又は
ショアＣが材料の断片で測定されると、異なる結果が得られるであろう。内側カバー層の
上述の特性は、１００以下のＰＧＡコンプレッションを持つ内側ボールを与える。内側ボ
ールがＰＧＡコンプレッションが９０以下の場合、優れたプレー特性が得られることがわ
かった。
【００２９】
　ここに記載される実施例の内側層の組成は、E.I.　DuPont　de　Nemours　&　Company
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　により開発され、商標Surlyn(登録商標)の名で、また、Exxon　Corporation　から商標
Escor(登録商標)とIotek　(登録商標)の名で開発されているような高酸アイオノマー或い
はそれらのブレンドとすることができる。
【００３０】
　本発明の種々の実施例の内側層の組成の形成に使用される好適な高酸アイオノマーは、
２から８の炭素原子を持つオレフィンと３から８の炭素原子を持つ不飽和モノカルボキシ
ル酸との反応生成物の金属（ナトリウム、亜鉛、マグネシウム等）塩であるイオン性コポ
リマーである。好ましくは、このイオン性樹脂はエチレンとアクリル又はメタクリル酸の
コポリマーである。ある状況において、アクリルエステル（例えば、イソ-又はn-ブチル
アクリレート等）のような追加的コモノマーがより柔らかいターポリマーを生成するため
に使用することができる。コポリマーのカルボキシル基は金属イオンにより部分的に（例
えば、約１０－１００％、好ましくは３０－７０％）中和される。本発明の内側カバー層
の組成に含ませることができる各高酸アイオノマー樹脂は約１６重量％以上、好ましくは
約１７~約２５重量％、より好ましくは１８．５~２１．５重量％のカルボン酸を含む。
【００３１】
　ExxonからEscor(登録商標)とIotek　(登録商標)の名で入手できる高酸アイオノマーは
、Surlyn（登録商標）の名で入手できる高酸アイオノマー樹脂とある程度は類似している
。しかしながら、Escor(登録商標)とIotek　(登録商標)のアイオノマー樹脂はポリ（エチ
レン-メタクリル酸）のナトリウム又は亜鉛の塩であり、Surlyn（登録商標）樹脂はポリ
（エチレン-メタクリル酸）の亜鉛、ナトリウム、マグネシウム等の金属塩であり、特性
に明確な差異がある。
【００３２】
　本発明により使用される好適な高酸メタクリル酸ベースのアイオノマーには、Surlyn（
登録商標）8220及び8240(共にSurlyn（登録商標）AD-8422)、Surlyn（登録商標）9220(亜
鉛カチオン)、Surlyn（登録商標）SEP-503-1(亜鉛カチオン)、及びSurlyn（登録商標）SE
P-503-2(マグネシウムカチオン)が含まれる。DuPontによれば、これらの全てのアイオノ
マーは約１８．５~２１．５重量％のメタクリル酸を含んでいる。
【００３３】
　本発明に好適に使用できる高酸アクリル酸ベースのアイオノマーの例には、また、Exxo
nにより製造されるEx　1001,　1002,　959,　960,　989,　990,　1003,　1004,　993,　9
94　のようなEscor(登録商標)とIotek　(登録商標)高酸エチレンアクリル酸アイオノマー
が含まれる。この点に関し、Escor(登録商標)又はIotek　(登録商標)959　及び960はナト
リウムイオンで中和されたエチレンアクリル酸と中和されたエチレン-アクリル酸コポリ
マーである。
【００３４】
　Exxon　によれば、Iotek　(登録商標)959,及び960は、約１９．０~約２１．０重量％の
アクリル酸と夫々、ナトリウム及び亜鉛イオンで中和された約３０~約７０重量％の酸基
を含む。
【００３５】
　更に、本出願人により、マグネシウム、リチウム、カリウム、カルシウム、及びニッケ
ルカチオンのような、いくつかの異なるタイプの金属カチオンにより種々の範囲で中和さ
れた多くの高酸アイオノマーが開発された結果、ナトリウム、亜鉛、及びマグネシウム高
酸アイオノマー又はアイオノマーブレンド以外の種々の高酸アイオノマー及び／又は高酸
アイオノマーブレンドがカバー製造用として入手できる。これらの追加的なカチオン中和
高酸アイオノマーブレンドは、製造中の相互作用により、優れた硬さと弾性を呈する内側
カバー層の組成を生じることが判明している。したがって、今日製造される金属カチオン
中和高酸アイオノマー樹脂は、現在商業的に入手できる低酸アイオノマー樹脂の内側カバ
ー組成より実質的により高いCORを生じるようにブレンドすることができる。
【００３６】
　特に、数種類の金属カチオン中和高酸アイオノマー樹脂は、本出願人により、α－オレ
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フィン及びα、β－不飽和カルボン酸を広範囲の金属カチオン塩により種々の範囲に中和
することにより製造されている。この発見は、ここにその全体が参照としてくみ入れられ
る米国特許第5,688,869号の主題となっている。多くの金属カチオンで中和される高酸ア
イオノマー樹脂（即ち、１６重量％以上、好ましくは約１７~２５重量％の酸、より好ま
しくは約２０重量％酸）とコポリマーを所望の範囲（例えば、１０~９０％）にイオン化
又は中和することのできる金属カチオン塩と反応させることにより得られることがわかっ
た。ベースコポリマーは１６重量％以上のα、β－不飽和カルボン酸とα－オレフィンか
ら造られる。選択的に、柔軟剤コモノマーをコポリマーに含ませることができる。通常は
、α－オレフィンは２から１０の炭素原子を持つもので、好ましくはエチレンであり、不
飽和カルボン酸は約３から８の炭素原子を持つカルボン酸である。このような酸は、アク
リル酸、メタクリル酸、エタクリル酸、クロロクリル酸、クロトニック酸、マレイ酸、フ
マル酸、イタコニック酸が含まれ、アクリル酸が好ましい。
【００３７】
　本発明のゴルフボールの内側カバー層に選択的に含ませることができる柔軟剤コモノマ
ーは、炭素原子を２から１０持つ脂肪族カルボン酸のビニルエステル、アルキル基が１か
ら１０の炭素原子を持つビニルエステル、アルキル基が１から１０の炭素原子を持つアル
キルアクリレート又はマタクリルレートから成る群より選択することができる。
【００３８】
　好適な柔軟剤コモノマーには、ビニルアセテート、メチルアクリレート、メチルメタク
リレート、エチルアクリレート、エチルメタクリレート、ブチルアクリレート、ブチルメ
タクリレート、等が含まれる。
【００３９】
　従って、本発明に含まれる高酸アイオノマーを造るための多くのコポリマーの例には、
これに制限されないが、エチレン／アクリル酸コポリマー、エチレン／マレイ酸コポリマ
ー、エチレン／メタクリル酸／ビニルアセテートコポリマー、エチレン／アクリル酸／ビ
ニルアルコールコポリマー等の高酸の例が含まれる。ベースコポリマーは１６重量％以上
の不飽和カルボン酸、約３９から約８３重量％のエチレン及び０から約４０重量％の柔軟
剤コモノマーを広範囲に含む。好ましくは、コポリマーには約２０重量％の不飽和カルボ
ン酸と約８０重量％のエチレンが含まれる。最も好ましくは、コポリマーは約２０％のア
クリル酸と残りのエチレンを含む。
【００４０】
　これらの線に沿うと、上述の基準を満たす好ましい高酸コポリマーの例は、ミシガン、
ミッドランドのThe　Dow　Chemical　CompanyからPrimacor（登録商標）の名で商業的に
入手できるエチレン－アクリルコポリマーのシリーズである。
【００４１】
　本発明で使用できる金属カチオン塩は、高酸コポリマーのカルボン酸基を種々の範囲に
中和することができる金属カチオンを与える金属塩である。これらには、アセテート、リ
チウム、カルシウム、亜鉛、ナトリウム、カリウム、ニッケル、マグネシウム、マンガン
の酸化又は水酸化塩が含まれる。
【００４２】
　このリチウムイオン源の例としては、水酸化リチウム水和物、水酸化リチウム、酸化リ
チウム及び酢酸リチウムアがある。カルシウムイオン源には、酢酸亜鉛二水和物、酢酸亜
鉛、酸化亜鉛と酢酸のブレンドがある。ナトリウムイオン源には、水酸化ナトリウム及び
酢酸ナトリウムがある。カリウムイオン源には、水酸化カリウム及び酢酸カリウムが含ま
れる。好適なニッケルイオン源には、酢酸ニッケル、酸化ニッケル及び水酸化ニッケルが
含まれる。マグネシウム源には、酸化マグネシウム、水酸化マグネシウム、及び酢酸マグ
ネシウムが含まれる。マンガン源には酢酸マンガン及びマンガンが含まれる。
【００４３】
　金属カチオン中和アイオノマー樹脂は高酸ベースコポリマーを種々の量の金属カチオン
塩と約２００°Ｆから約５００°Ｆの温度、好ましくは約２５０°Ｆから約３５０°Ｆの
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ようなコポリマーの結晶溶融点以上で、約10psiから約10.000psiの圧力の高い剪断条件に
おいて反応させることにより造られる。他の既知のブレンド技術もまた使用することがで
きる。新しい金属カチオン中和高酸ベースのアイオノマー樹脂を製造するために使用され
る金属塩の量は、高酸コポリマーのカルボキシル酸基の所望の割合を中和するために十分
の金属カチオンを与える量である。中和の範囲は通常は１０％から９０％である。金属カ
チオン中和高酸アイオノマーの多くの種類は上述の製造方法で得ることができる。これら
は、マンガン、リチウム、カリウム、カルシウム、及びニッケルカチオンにより種々の範
囲で中和される高酸アイオノマー樹脂を含む。更に、高酸エチレン／アクリル酸コポリマ
ーが本発明のベースコポリマーとして使用され、そして、このコポリマーが種々の範囲で
金属カチオン塩で中和されてアクリル酸ベースのナトリウム、カリウム、リチウム、亜鉛
、マグネシウム、マンガン、カルシウム、及びニッケルのようなカチオンで中和された高
酸アイオノマー樹脂を製造するとき、種々のカチオンで中和されたアクリル酸ベースの高
酸アイオノマー樹脂が製造される。
【００４４】
　同じようなカチオン中和アイオノマー樹脂の低酸バージョンのものと比較すると、この
新しいカチオン中和高酸アイオノマー樹脂は優れた硬さと弾性特性を呈する。これらの特
性は、ゴルフボールの製造を含む多くの熱可塑性材料の分野において特に望まれているも
のである。多層ゴルフボールの内側層を造る場合に使用されるとき、アクリル酸ベース高
酸アイオノマーは、米国特許第4,884,814号及び第4,911,451号に開示されている低酸アイ
オノマーを使用しているボールのような有利な特性（即ち、耐久性、クリック、感触等）
を維持する一方で、柔らかい低酸アイオノマーカバーのボールの従来得られるものより硬
さが増すことがわかった。これらの高酸アイオノマー樹脂を使用することにより、より高
いCORを持ち、したがって距離の伸びる、より硬い内側カバー層を得ることができる。
【００４５】
　より好ましいことに、２又はそれ以上の上述の高酸アイオノマー、特に、ナトリウム及
び亜鉛高酸アイオノマーのブレンドは、多層ゴルフボールのカバー（例えば、内側カバー
）を形成するように処理され、その結果得られるゴルフボールは、ボールの優れた反発係
数により、従来知られている低酸アイオノマー樹脂のカバーを持つゴルフボールより距離
が伸びることがわかった。
【００４６】
　これとは別に、仮に内側カバー層が低酸を含むとき、本発明の内側層組成を形成するた
めに使用されるのに好適とされる低酸アイオノマーは、２から８の炭素原子を持つオレフ
ィンと３から８の炭素原子を持つ不飽和モノカルボン酸の反応生成物の金属（ナトリウム
、亜鉛、マグネシウム等）塩であるイオン性コポリマーである。好ましくは、このアイオ
ノマー樹脂は、エチレンとアクリル酸又はメタクリル酸のコポリマーである。ある条件に
おいては、より柔らかいターポリマーを造るためにアクリル酸エステル（例えば、イソ-
又はn-ブチルアクリレート等）のような追加的なコポリマーを含ませることができる。コ
ポリマーのカルボン酸基は金属イオンにより部分的に（例えば、約１０から１００％、好
ましくは３０から７０％）中和される。本発明の内側カバー層組成に含ませることができ
る各低酸アイオノマー樹脂は１６重量％以下のカルボン酸を含む。
【００４７】
　内側層組成は、E.I.　DuPont　de　Nemours　&　Company　により開発され、商標Surly
n(登録商標)の名で販売されている、また、Exxon　Corporation　から商標Escor(登録商
標)とIotek　(登録商標)の名で開発され販売されている低酸アイオノマー、及びそれらの
ブレンドを含む。
【００４８】
　Exxon　Corporation　から商標Escor(登録商標)又はIotek　(登録商標)の名で入手でき
る低酸アイオノマーは商標Surlyn(登録商標)の名で入手できる低酸アイオノマー樹脂と幾
分類似している。しましながら、Escor(登録商標)／Iotek　(登録商標)アイオノマー樹脂
はポリオール（エチレン－アクリル酸）のナトリウム又は亜鉛塩であり、Surlyn(登録商
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標)樹脂はポリオール（エチレン－メタクリル酸）の亜鉛、ナトリウム、マグネシウム等
の塩であり、特性において明確な差異がある。
【００４９】
　多層ゴルフボールの内側層に使用されるとき、低酸アイオノマーブレンドは従来得られ
てものよりコンプレッションとスピンレートにおいて超えていることが判明した。特に好
ましいことに、２又はそれ以上の低酸アイオノマー、特にナトリウムと亜鉛アイオノマー
のブレンドが多層ゴルフボールのカバー（例えば内側層）を造るのに処理されるとき、そ
の結果得られるゴルフボールは、既知のゴルフボールより距離が伸び、優れたスピンレー
トを示すことがわかった。
【００５０】
　内側カバー層の一つの実施例において、高酸と低酸アイオノマーのブレンドが使用され
る。これらは、好ましくは、低酸アイオノマーと高酸アイオノマーが１０対９０から９０
対１０の範囲の重量割合で組み合わせられる上述のアイオノマー樹脂とすることができる
。
【００５１】
　内側層の他の実施例は主として、又は完全に非アイオノマー熱可塑性材料である。好適
な非アイオノマー材料は、メタロセン触媒によるポリオレフィン又はポリアミド、ポリア
ミド／アイオノマーブレンド、ポリフェニレンエーテル／アイオノマーブレンド等で、シ
ョアＤ硬度が６０以上（又はショアＣが８０以上）で曲げ弾性率が約15,000psiより大き
く、より好ましくは約30,000psiであるか、或いは、上述のアイオノマーと比較し得る特
性の硬さと曲げ弾性率を持つものである。他の好適な材料は、これに限るものではないが
、熱可塑性又は熱硬化性のポリウレタン、熱可塑性ブロックポリエステル、例えば、商標
Hytrel（登録商標）の名でDuPontにより販売されているようなポリエステルエラストマー
、又は熱可塑性ブロックポリアミド、例えば、Elf　Atochem　S.A.から商標Pebax(登録商
標)の販売されているポリアミド、２又はそれ以上の非アイオノマー熱可塑性エラストマ
ー、又は一又はそれ以上のアイオノマーと一又はそれ以上の非アイオノマーのブレンドが
ある。これらの材料は、高品質のアイオノマーを使用するのに比較してコストを減らすた
めに上述のアイオノマーとブレンドすることができる。
【００５２】
　ポリウレタン材料から形成される本発明によるゴルフボールの内側層は、典型的には０
から６０重量％の充填剤、より好ましくは、１から３０重量％、最も好ましくは１から２
０重量％の充填剤を含む。
【００５３】
　その上に硬い内側カバー層が形成されるコアが多層ゴルフボールにパワーと距離を与え
る一方において、外側カバー層は、好ましくは内側カバー層より比較的柔らかい。この柔
らかさは、典型的にはバラタ又はバラタブレンドのボールに通ずる感触とプレー特性を与
える。外側カバー層は比較的柔らかく、低い曲げ弾性係数（約1,000psiから約100,000psi
、好ましくは約5,000psiから約70,000psi）の熱可塑性ポリウレタン、ポリウレア、又は
ポリウレタン／ポリウレア、又は２又はそれ以上のポリウレタンのブレンド、又は一又は
それ以上のアイオノマーのブレンド又は熱可塑性ポリウレタンを伴う一又はそれ以上の非
アイオノマー熱可塑性材料を含む。外側層は、厚さが0.005から約0.150インチ、好ましく
は0,010から0,075インチ、より好ましくは0.015インチから0,040インチであり、コスト高
とならず、所望のプレー特性を達成するのに十分の厚さである。厚さは外側カバー層のデ
ィンプルのない領域の平均厚さとして定義される。外側カバー層は、好ましくは、ゴルフ
ボールの表面で測定したとき、ショアＣ硬度で、９８未満、好ましくは９５以下、より好
ましくは９０以下である。もし、内側層及び／又はコアが外側層より硬いときは、時とし
て読みに影響を与えることがある。ショアＣが材料の断片で測定されるとき、異なる値が
得られることがあり得る。
【００５４】
　本発明の外側カバー層はコア上に形成され、反発係数が0.750、より好ましくは少なく



(11) JP 4960350 B2 2012.6.27

10

20

30

40

50

とも0.780、最も好ましくは少なくとも0.790のゴルフボールが得られる。ボールの反発係
数はコアとカバーの両方の特性に依存する。ゴルフボールのPGAコンプレッションは１０
０以下、より好ましくは９０以下である。
【００５５】
　ポリウレタンにおいて、イソシアネート基（-NCO）とポリオールのヒドロキシル末端基
との間、及び／又は既に形成されたウレタン基との間を含む多くの方法で架橋反応が起き
る。更に、ポリウレタンのエンドユース特性は、また、異なる種類の反応剤と処理パラメ
ータにより調節できる。例えば、重合割合を調節するために触媒が使用される。
【００５６】
　通常、熱可塑性ポリウレタンはある程度の架橋を持つが、主として物理的手段による。
架橋結合は、成形又は押し出しの間に生じるように、温度を上げることにうより可逆的に
壊される。この点に関し、熱可塑性ポリウレタンは、注入成形やシートやブローフィルム
のように押し出し成形することができる。それらは、約３５０°Ｆから５００°Ｆの範囲
で、広範囲の硬さで利用可能である。
【００５７】
　ゴルフボールカバー用として選択される熱可塑性ポリウレタン、ポリウレア、又はポリ
ウレタン／ポリウレアは、好ましくは、ゴルフボールの表面で測定したとき、ショアＣ硬
度で、約９８以下、より好ましくは９５以下、最も好ましくは９０以下である。カバー層
として使用される熱可塑性ポリウレタン、ポリウレア、又はポリウレタン／ポリウレアは
、好ましくは、曲げ弾性係数が約１から310Kpsi、より好ましくは約5から約100Kpsi、最
も好ましくは約5から70Kpsiである。したがって、これらの材料を有するカバーは同様な
特性を呈する。
【００５８】
　限定的でない外側カバー層に好適なポリウレタン、ポリウレア、ポリウレタン／ポリウ
レアの例には、TEXINとDESMOPNの名でBayerから入手できる熱可塑性ポリウレタン、BASF
からFLLASTOLANEの名で入手できるポリウレタン、Dow　からPELLETHANEの名で入手できる
ポリウレタン、及びNoveon　Incorporatedから入手できる5832-XIK-040;　58132-XCT-040
;　58134-XL2-040P;　58134-XL4-040P;　58134-XC4-040P;　5740x960-XL2;　及び5740x-9
60-XC4などがある。典型的には二つのクラスの熱可塑性ポリウレタン材料がある。脂肪族
材料は、一又は複数のポリオール及びH12MDI又はHDIのような脂肪族イソシアネートから
造られ、芳香族材料は一又は複数のポリオール及びMDI又はTDIのような芳香族イソシアネ
ートから造られる。熱可塑性ポリウレタンは、また、一又は複数のポリオールとHDI及びT
DIのブレンドのような脂肪族及び芳香族材料の双方のブレンドから造ることができる。
【００５９】
　一般的に、脂肪族熱可塑性ポリウレタンは耐光性があり、紫外線の照射に対して著しく
黄変化しない。反対に、芳香族熱可塑性ポリウレタンは紫外線の照射に対して黄変化しや
すい。芳香族材料が黄変化するのを防止する一つの方法は、最終ボールの表面を二酸化チ
タンのような顔料を塗布し、紫外線がボール表面に到達するのを阻止することである。他
の方法は、外側カバーのクリアコーティングと熱可塑性ポリウレタン自体にUV吸収剤と安
定剤を添加することである。熱可塑性ポリウレタンとコーティングにUV吸収剤と安定剤を
添加することにより、芳香族ポリウレタンはゴルフボールの外側カバーに有効に使用する
ことができる。このことは、芳香族ポリウレタンは、典型的には、脂肪族ポリウレタンよ
り優れた耐損傷性を持ち、また芳香族ポリウレタンは脂肪族ポリウレタンより典型的に低
コストであるため、非常に有益なことである。
【００６０】
　ポリウレタン材料から形成される本発明によるゴルフボールの外側カバー層は、典型的
には、約０から約２０重量％の充填剤、より好ましくは約1から約２０重量％、最も好ま
しくは約１から約５重量％の充填剤を含む。
【００６１】
　さらに、代替的な実施例において、内側カバー層及び／又は外側カバー層は、また、１



(12) JP 4960350 B2 2012.6.27

10

20

30

40

50

００重量％までの柔らかい、低い弾性の非アイオノマー熱可塑性又は熱硬化性材料を追加
的に含むことができる。非アイオノマー材料は、高酸アイオノマー樹脂組成によって生じ
る優れた距離特性に悪影響を与えることなく、所望のプレー性と耐久性を生じる限り好適
なものとなる。これらには、これに限定されないが、スチレン-ブタジエン-スチレン　ブ
ロックコポリマー；機能化されたスチレン-ブタジエン-スチレンブロックコポリマー；Sh
ellChem.　Co.からのKraton(登録商標)材料のようなスチレン-エチレン-ブタジエン-スチ
レン（SEBS）ブロックコポリマー；機能化されたSEBSブロックコポリマー；メタロセン触
媒によるポリオレフィン；Spaldingの米国特許第4,986,545,　5,098,105及び5,187,013に
あるようなアイオノマー              ／ゴムブレンド；シリコン；及びDuPontからのHy
trel(登録商標)ポリエステルエラストマー；AtochemからのElfが含まれる。内側層及び／
又は外側層に好適な好ましい非アイオノマー材料はポリウレタンを含む。
【００６２】
　ボールのプレー特性を損なわない限りにおいて、付加的な材料も、また、本発明の内側
及び外側カバー層に加えることができる。このような材料には、染料（例えば、サウス　
プレインズフィールド、ニュージャージーの　Clark,　and　Danielsの　ウルトラマリン
ブルー（商標）（米国特許第4,679,795号参照）；二酸化チタン、酸化亜鉛、硫化バリウ
ム及び硫化亜鉛のような顔料；UV吸収剤；酸化防止剤；帯電防止剤；及び安定剤などが含
まれる。更に、本発明のカバー組成は、米国特許第5,312,857号、第5,306,760号に記載さ
れるような柔軟化剤も、また、含むことができ、これらには、可塑剤、ステアリン酸金属
塩、反応促進剤等があり、また、グラスファイバーや無機充填材のような強化材も本発明
のゴルフボールカバーの所望の特性が損なわれない限りにおいて含むことができる。
【００６３】
　イソシアネートの例としては、これに限るものではないが、4,4’-ジメチルメタン　ジ
イソシアネート(“MDI”)；2,4-トルエン　ジイソシアネート(“TDI”)；m-キシレン　ジ
イソシアネート（”XDI”）；メチレン-bis-(4-シクロヘキシル　イソシアネート)（”HM
DI”）；ヘキサメチレン　ジイソシアネート（”HDI”）；ナフタレン-1,5-ジイソシアネ
ート（”NDI”）；3,3’-ジメチル-4,4’-ビフェニル　ジイソシアネート（”TODI”）；
1,4-ジイソシアネート　ベンゼン（”PPDI”）；フェニレン-1,4-ジイソシアネート；及
び2,2,4-又は-トリメチル　ヘキサメチレン　ジイソシアネート（”TMDI”）が含まれる
。やや好ましくないものであるが、その他のものとして、これに限るものではないが、イ
ソホロン　ジイソシアネート（”IPDI”）;
1,4-シクロヘキシル　ジイソシアネート（”CHDI”）；ジフェニルエーテル-4,4’-ジイ
ソシアネート；p,p’-ジフェニル　ジイソシアネート；リシン　ジイソシアネート（”LD
I”）；1,3-bis(イソシアナト　メチル)シクロヘキサン；ポリメチレン　ポリフェニル　
イソシアネート”PMDI”)；及びメタ-テトラメチルキシレン　ジイソシアネート（”TMXD
I”）が含まれる。
【００６４】
　ジイソシアネートはMDIが好ましい。ここで使用される用語“イソシアネート”はこれ
らの化合物及び他のイソシアネートの全てを含むものである。
【００６５】
　全体的にこれまで述べてきたように、使用されるイソシアネート又はジイソシアネート
は約１から１００重量％、好ましくは約５から約５０重量％、最も好ましくは約１０から
約３０重量％の固体成分を含む。個体成分の含有量を調整する必要がある場合は、イソシ
アネートをポリウレタンカバー材料内に歪みを生じることなく浸透させる適当な溶媒（ケ
トンやアセトン等）を使用してもよい。
【００６６】
　より好ましくは、使用されるイソシアネートはBayer　Corporation　によって製造され
る芳香族イソシアネートであるMondur(商標)である。Bayerによれば、Mondur(商標)は高
い割合の2,4異性体を含むジフェニル　メタン　ジイソシアネート（MDI）の異性体である
。特に、Mondur　ML(商標)は、報告によると、以下の仕様と特性を持つ。
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　A.　製品仕様
　　含有量、wt.　%　　　99.5　minimum　　　2’,4’　異性体　含有量、%　　50-60
　　酸性度　HCL,　ppm　　30　maximum　　　二量体、wt.%　　　　0.3　maximum
 
　B.　代表的特性
　　外観　　　　　　　　　透明な明るい黄液体　　　比重　@　25°C　　　1.19
　　等価重量　　　　　　　125　　　　　　　　　　氷結点　　　　15°－20°C
　　NCO　含量、％　　　　33.4-33.6　　　　　　　　引火点(Setaflash)　198°C
　　粘度　@　25°C　　　　10　mPa*s　　　　　等量　wt.,　平均（供給時）　125
　　重量/ガロン　@　25°C　9.9
　　＊　これらの項目は一般的情報として与えられたものである。これらは概略の数値で
あり、製品の使用の一部とはみなされない。
【００６７】
　本発明のゴルフボールのコアは反発係数が約0.750以上、より好ましくは0.777以上で、
PGAコンプレッションが約９０以下、より好ましくは７０以下である。更に、適用例によ
っては、コアの反発係数を約0.780から約0.790、あるいはそれ以上とすることが望ましい
場合もある。本発明で使用されるゴルフボールのコアは、好ましくはソリッドである。用
語“ソリッド”は、ここではワンピースのコアだけでなく、カバーの下で中央のコアの上
の分離されたソリッドの層を持つものにも使用される。コアは重量が２５から４０グラム
で、好ましくは３０から４０グラムである。本発明のゴルフボールがソリッドコアを持つ
場合は、このコアは、高シス含有のポリブタジエンと亜鉛モノ-又はジアクリレート又は
メタクリレートのようなα,β,エチレン系不飽和カルボン酸の金属塩を含有する未硬化或
いは軽く硬化されたエラストマー組成から圧縮成形される。コアのより高い反発係数を達
成するため、及び/又は硬さを増すために、製造業者は少量の酸化亜鉛のような酸化金属
を含ませることがあり得る。更に、所望の反発係数を達成するために必要とされるよりも
多くの量の酸化金属を含有するようにして、最終ボールがU.S.G.A.の上限の1.620オンス
に近づくようにすることもできる。ゴム又はアイオノマーと両立し得るコア組成に使用さ
れる他の材料の限定的でない例として、ステアリン酸のような低分子量の脂肪酸がある。
加熱及び加圧されるとき硬化又は架橋反応が起きるように過酸化物のようなフリーラジカ
ル開始剤触媒がコア組成に混合される。
【００６８】
　糸巻きコアは液体、ソリッド、ゲル又は多ピースセンターを有することができる。糸巻
きコアは、典型的には、天然又は人工ゴム、ポリウレタンのような熱可塑性又は熱硬化性
エラストマー、ポリエステル、ポリアミド等の糸を、ソリッド、ゲル又はガスで満たされ
たセンター上に巻き糸ゴム層を形成し、次いで一又は複数のマントル又はカバーで覆われ
る。更に、カバー層を施す前に、糸巻きコアは更に接着剤層、保護層、又は他の材料で被
覆又は処理され、カバーを施す間と最終的にゴルフボールとして使用する間に糸巻きコア
がばらけないようにすることができる。
【００６９】
　好ましい実施例において、最終的ゴルフボール前駆体製品は、典型的には耐久性、耐摩
耗性の比較的黄変しづらい、一又は複数の仕上げ塗装が施される。仕上げ塗装はいくらか
の光学的光沢剤を含むようにして最終ゴルフボールの光沢を改善するようにすることがで
きる。好ましい実施例において、0.001から約10%の光学的光沢剤が一又は複数の仕上げ塗
装に添加される。好ましい仕上げ塗装は、業界では既知の溶媒ベースのウレタン塗装であ
る。
【００７０】
　成形後に、製造されたゴルフボールは、米国特許第4,911,451号に記載されるように、
バフ磨き、塗装及びマーク付けなど種々の更なるステップが施される。硬い内側層と比較
的柔らかく、低い曲げ弾性係数を持つ追加的イソシアネートを含む外側層により造られた
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ゴルフボールは、望ましい反発係数と耐久特性を持ち、同時に従来のソフトバラタ又はバ
ラタのようなカバーに通ずる感触とスピン特性を与える。
【００７１】
　本発明にしたがって造られたゴルフボールは通常の二成分スプレー塗装で塗装されても
よく、また、例えば、型内塗装プロセスを使用して製造中に塗装を施すこともできる。
【００７２】
　本発明は熱可塑性ポリウレタンカバーの耐損傷性を改善するために広範な種々の手法と
技術を含む。
【００７３】
　本発明は、以下の例により更に説明され、特定の材料の一部は重量により示される。本
発明はこれらの実例に限定されるものでなく、種々の変更、改良を発明の精神と範囲を離
れない範囲においてなされることは理解されるべきである。
 
　　　　　　　　　　　　　　実施例
（例１）
　熱可塑性ポリウレタンカバーを含むゴルフボール前駆体製品が製造された。結果は表１
に示される。
【００７４】
　耐擦り傷テストが以下の方法で実施された。テストされるボールが下塗りとトップコー
トが施された。５６°ウウェッジ（２５６・１２）がスイングマシンに取り付けられた。
クラブのスイングスピードは７０mphである。各打撃の後、クラブフェースはナイロンの
硬い毛を持つブラシを用いて清掃される。各ボールについて3個のサンプルがテストされ
た。各ボールは打撃が重ならないように３つの異なる位置で打撃された。クラブフェース
の詳細は以下のとおりである。
【００７５】
　　溝幅　　　　0.026　インチ
　　溝の深さ　　0.014　インチ
　各打撃に対して、0.0から6.0のスケールでポイント値が割り当てられ、0.0は打撃によ
り目視できるマークがないことを表し、6.0は材料も切断を表し、カバーの損傷について
のエンドユーザの見込まれる認識を考慮して割り当てられる。全ての打撃を終えた後、平
均のポイント値を決定する。この平均ポイント値、即ちランクが下記のチャートに関連付
けることができる。
【００７６】
　　　　　ランク　　　　　　　　平均ポイント値
　　　　最良　　　　　　　　　　　0.0-1.0
　　　　良好　　　　　　　　　　　1.1-2.0
　　　　良　　　　　　　　　　　　2.1-3.0
　　　　標準　　　　　　　　　　　3.1-4.0
　　　　境界線上　　　　　　　　　4.1-5.0
　　　　不可　　　　　　　　　　　5.1-6.0
　切り傷テスト（オフセンターカット）が以下のように実施された。オフセンターカット
テストは実際のプレーを最も反映するものであるため使用された。打撃の剪断成分がオフ
センターカットテストを最も厳しいものとし、カバー材料の耐切り傷性を決定するために
最も有効である。
 
【００７７】
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【表１】

【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】本発明の方法の好ましい方法のフローチャートである。
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